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オゴノリ属3種の雄性生殖器官

山本弘敏*

On七hemale reproductive organs of the出回especies of Gracilaria 

。HirotoshiYAMAMOTO 

Abstract 

The presenも paperdeals with the m乱lereproductive organs of the thre唱
species of Gracilaria i. e. Grαcilaria chordαHolmes， G. gigas Harvey and G. sub-
littoralis Yamad品 etSegawa， which were previously unknown. 
In G. chord，日， the an七heridiaare formed superficially and continuously all 
over the surf:晶ceof theもhallus.
In G. giga8， the抽出eridiaare formed on the inner bottom surface of七he
cup-sh品pedconceptacles which品reseparated by the elongated cortical cells・
The dimension of the concept品。lesis 21-40μin depth and 26-45μin di品meter.
In G. sublittorali8， the antheridia are formed on the whole inner surface of 
almost spherical-shaped conωp句cle日自unkenin the ∞rtex. The dimension of 
the conceptacles is 34 -52μin depもhand 31-65μin diameter. 

著者は， 1968年5月，和歌山県白浜町，京大臨海実験所附近で採集したオゴノリ類の中にGracilaria

chorda Holmes (ツルシラモ)， G. gigas Harvey (オオオゴノリ)， G_ sublittoralis Yamada et 

Segawa (シンカイカパノリ)の雄性体を見出すζとができた。乙れら 3種の雄性生殖器官については

未だ知られていないので，それぞれの形態をζζに報告する。

本校の始めに，本文の校闘をいたたずいた， 北大水産学部，正置富太郎先生fL感謝の意を表すると共

に，種の査定fL当り，助言をいたt:'いた，同学部，近江彦栄先生fL深謝する。

Gracilαria chorda Holmes ツルシラモ

雄性体は多数の標本の中から 3個体見い出された。四分胞子体，雌性体と比較して短かく p 高き

20-30cm 前後，直径 3_0~3_5mm で 2 個体は分岐せず，他の l 個体は基部近くで 1 回分岐するが

主枝と枝との区別はほとんどつかない。体色はp 生時淡茶褐色を呈す。

雄性生殖器官は，基部を除き体の全表面1<:形成されるが， 次fL記すオオオゴノリのように案を造ら

とZい。叉精子のう斑 (sorus)を形成せず一様に散在する。

精子母細胞は表層細胞が変じてなり，高さ 7~12_3μ， 巾 3.5~5.3μ で上端部分がやや三角錐状を

したものが多い。精子母細胞は 1/2或は上端から 1/3の部分で体表面lζ平行な面で分裂しp その上位

の細胞が精子のうになる。

精子のうは，形成された直後は母細胞と同じく三角錐状を呈するが，やがて直径 3~4( ー 5)μ の球
形に近い形になる。

本種の如き雄性生殖器官については， Dawson (1949)が Gracilaria(Gracilariotsis) sjoestedtii 

Kylinで報告しているが，本邦産のものでは知られていない。尚，雄性生殖器官の出来方は同じであ

*北海道大学水産学部水産植物学講座
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Fig. 1. Male plants of three species of Omcilarωfrom Sh irahama， 
Wakayama Prefecture 

1. Omcilα，.，αchordαHolmes (dried specimens) 
2. Omcilariαgigαs Harvey (liquid.preserved specimen) 
3. 0，・αcilαバα8ubliltoralisYamada et Seg加I'a(dried specimen) 

るが，精子のう斑 (sorus)をなす ものも知られており， ζれらについては同じ く Dawson(1949)が

Grαcilaria (ら1<1ιilariopsis)cost山 iCeJl:iis(Dawson) Papenfuss， Gracilarill S)川 metricaDawson 

等で報ibしている。
本舶は，近江 (10日)Iとより Cracilario戸付属*に入れられたのであるが， Papensuss (1966)は

ζのl買を Gracil‘げ，aのり'nonymとしたので著者は乙れに従った。

Grαcilαriα grgαs Han"ey ヰヰオゴノ リ

採集した雄性体はわずか2伯!1ft:I乙すぎず， 先J民間l分が損傷していて完全な標本ではないが，同時に
採集した四分胞子体，雌性体から縦割1して，日1さ :=!5、3(kmf;'lあるものと思われる。主校は太い部分

で直径 8mmIC達しp 体色は，生時淡緑色を?JYe

雄性生殖器官は，主校の基部及ひ・4、校を除いfこit:の全夫iliiに)fh主される。 ζれを体表而から見る と

直径 26~40 μ の円形ないしやや長円形を呈し，断面では， 細長 く 変形し た表l昌仁 J:二に固まれた巾 26

~45μ，深さ 21~40μ の突をなすが， 1時IC隣接した察と融合して浅い血形をなす e

精子母細胞は高き 7~9.6 μ， 巾 2.6~4μ であ るが，成熟する と縦軸 IC直角又はやや，~I めの而lで 2 分

して l個の精子のうを生ずる。精子の うは.mの底にのみ形成され，始め卵形を呈するが，後直後 3.4
~4.5μ のほぼ球形IC近い形になる 。

本種の如き形態、の雄性生殖器官は，多くの種類で報告きれているが，本邦ではGracila.riapUllctata 

• Dawson (1949)は Gra臼laria属の中で， のう呆に栄養糸組織のない種を一括して Gra臼la川 OPS2S
属をつくったが， Papenfuss (1966)はこの栄養組織の存否は必らずしも属を分ける特徴にならない
としてこの属を Gra臼l昨日の synonymとした。
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(Okamura) Yamada (イツツギヌ)， G. purjうurascens(Harvey) J. Agardh f. sρinulosa (Okamura) 

Yamada (トゲイツツギヌ)， G. textorii (Suringar) J. Agardh (カパノリ)等のように葉状を呈す

る種で主lと知られており，本種の如き円桂状を呈する種では G.bursa-pastoris (Gme1in) Silva (シラ

モ)で知られているにすぎない。

本種の案の形態及ぴ大きさは，現在まで知られているものと比較して余り相違はない。

Gracilaria sublittoralis Yamada et Segawa シンカイカパノリ

雄性体の標本はわずか 1個体であるが，多数の四分胞子体，雌性体と共fL地曳網によって得られた

ものである。

雄性体は，高さ 19cm，巾は広い部分で 2.5cmであるが，四分胞子体等と比べてかなり小形である。

体色は生時淡褐色を呈し淡い感じである。

雄性生殖器官は基部を除いた体の全面に形成され，深さ 34~52μ， 巾 31~65μ のほぼ球形の案を

なす。乙の案は，前記オオオゴノリの如く極端に伸長せる表層細胞に囲まれる乙とはなく，皮層中fL

造られる。このためほとんど隆起しないか，或は極くわずかに隆起するにすぎなL、。

精子のうは案の内壁全面に形成され，始めやや三角錐状を呈するが，その後 3~3.5x 3.5~5μ のほ

ぼ球形に近い形になる。

以上記した 3種の雄性体は既に完熟していたため，詳しい発達過程を観察する乙とが出来なかった

が，今後更に材料を求めて研究を進めたいと考えている。
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PLATE 1 

Fig. 1. GracilariαchordαHolmes. Cross section of male plant， showing superficial 

ch乱，racterof antheridia (x 1，100) 

Figs. 2--4. Gracil，俳句 gigasHarvey 

2. Surf晶ceview of male plant (x 660) 

3. Cross section of maお plant，showing cup.shaped concept品。les(x 220) 

4. Detail of a concep伽 :lewith an七heridiaon inner bo悦omsurface of it (x 1，100) 

Figs. 5-7. Gracilaria 8叫blittor，αlぬ Y品madaet Seg品，wa

5. Surface view of male pl品目 (x 440) 

6. Cross section of male planも， showing spheric晶1・shapedconceptacl倒 (x110) 

7. Detail of a concep同clewiもhan七heridi品 on七hewhole inner s町 faceof it (x 1，000) 

• 



Bull. Fac. Fish.， Hokkaido Univ.， XX， 1 PLATE 1 

。 H.YA班AMOTO: On the m晶1ereproductive org品nsoftheもhreespecies of Gracilaria 
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